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初めてご利用の方は、右の「スタート(S)」ボタンを押して作業を始める前に、以下の説明をご覧下さい。

1. この「ワードからHTMLへ（PutWORDintoHTML.doc）」が行うこと

ワード(WORD2002～WORD2007)で作成した文書をHTML文書へ変換します。全体の外観、個々の文章、段落、箇条書き、表、図、貼付画像などを（極力そのまま）写します。また、実行してできあがるソースは、シンプルで見やすいものとなるように心がけました。

変換内容の概要は次のとおりです。

· 段落：　配置、インデント、最初の行の字下げ、ぶら下げ、段落前後の間隔、行間。

· 文字：　フォント名、サイズ、色、太字、斜体、下線（単線のみ）、取消線、上付、下付、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 11(ふ),振)りEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 11(がな),仮名)。

· 表：　罫線の太さ、種類（実線、破線）および色、セル内の縦横配置。

· 図：　図、グラフ及び画像などで、行内に配置されたもの。テキストボックスやオートシェイプなどは行内に配置されていても変換できません。これらと行外の図については、次の「段落の図化」によって取り込むことができます。
· 段落の図化：　「図の取込」チェックボックスのALLやBMへチェックを入れることにより行外の図やテキストボックス、オートシェイプを変換できます。ALLをチェックすることにより、図のある範囲の段落はそこの文章も含めて全体を図化します。ただし、表の罫線に重なる図はうまく取り込めません。また、BMをチェックすれば、ブックマークの範囲を図化します。両方をチェックしたときに両者が競合する場合はブックマーク範囲が優先されます。表の罫線に重なる図がある場合はその範囲をブックマーク範囲に設定することにより取り込むことができます。
· ハイパーリンク：　単語(文字列)や行内の図に関係づけられた外部リンク及び文書内リンク。段落の図化の範囲にあるものは変換できません。文書内のリンク先は、段落の途中に指定されていても段落の先頭に置き換えられます。ブックマークでリンク先を指定する時はブックマークに範囲を持たせないで下さい（段落の図化でその範囲が画像に置き換わる場合があります）。
· 縦書き：　インターネット・エクスプローラー以外のブラウザでも縦書き表示されます。下線、取消線、上付、下付には対応していません（右下の表(枠)内を参照）。

· 背景色：　文書全体、段落ごと、表のセルごと、文字ごとに配色可能です。しかし、文字ごとに付ける場合は、網掛けの背景色でなく、蛍光ペンで付けるようにして下さい（変換時間が短くなります）。なお、網掛けそのものは変換できません。

· 文書の幅：　印刷レイアウトで表示される幅となります。必要があればページ設定（ページレイアウト）で調整してから変換して下さい。複数のセクションからなる文書の場合はそのうちの最大値を採ります。
· Unicode文字：　自動変換しますが、HTML変換を閲覧する人の辞書に無ければ文字化されませんのでご注意下さい。
	表をEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(せっち),設置)すれば、その中には縦書きで書くことも可能です。

（ひとつのセル内は五十列までで下線、取消線、上付、下付などは変換できません）。

また、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(かっこ),括弧)のなかには縦書き用に変換できないものや、行末に上括弧が来てしまうようなこともあり、機能的にはご不満な部分があるかも知れません。でも、インターネットエクスプローラーでなくとも再現できます。


（制限及び注意事項など）

· 段落総数：　２，０００以下

· ひとつの段落内の文字数：　１，０００文字以下

· ひとつの表における行数と列数：　１００行以下、５０列以下

· 表におけるセルの種類数：　１，０００以下

· 行内図の数：　１００以下（同じ図でも貼り付いている数をカウントします（「段落の図化」で取り込む場合の制限はありません）

· 個別文字のフォント名、サイズ及び色の組合せ種類数：　１，０００以下

· ルビのフォント名、サイズの組合せ種類数：　１００以下

· 縦書きの場合のひとつのセル内列数：　５０以下

· その他
· ヘッダー及びフッターは変換しません。２段以上の段組みは変換できません。
· 表の横への文章の回り込みは、表が左または右寄せの場合は変換しますが、表が中央にある場合はできませんので、左寄せに変更して変換します。
· 「段落の図化」を利用する場合、変換後の図のサイズが１ページを大きく越えるものは図の末尾が欠けますのでご注意下さい。
· 表の中のセル内に別個の独立した表を配したもの(入れ子になったもの)は変換できません。表全体をブックマーク範囲に設定し、「段落の図化」機能で画像として変換することはできます。
· 箇条書きの記号で一般のフォントにないものは別の記号に置き換えています。また、箇条書きで、ListNumフィールドを用いているもの、複合した数字付き、及び、行頭絵文字付のものは変換できません。

· 文字ごとの背景色は蛍光ペンで付けることを推奨します（網掛けの背景色にすると変換時間がかなりかかります）。ただし、段落や表の背景色は網掛けの背景色で問題ありません。網掛けの背景色は変換できますが、網掛け模様は変換できません。

· 縦書きの場合、句読点、とカナの"ー"は縦書き用文字へ自動変換します。括弧も変換しますが、Unicode文字で対応したので、対象のUnicode文字が辞書に無ければ表記されないことにご注意下さい。

· 縦書きのフォントが「MS明朝」や「MSゴシック」では行間がワード文書よりも広くなります。行間を重視される場合は「MS　Ｐ明朝」や「MS　Ｐゴシック」をお選び下さい。
· ひとつの段落内の文字数が多くてフォントが一定でない場合は処理に時間がかかります。

· ハイパーリンクの変換の際、文字色が青か自動の場合のみリンク状態で色を変化させます。縦書きの場合のハイパーリンクを示す下線(横線)は変換できません。

· WORD2000の場合も処理は可能ですが、箇条書き行頭文字のフォントの制御ができない、画像の変換で透過処理ができない、場合によって画像そのものが変換できないなどの機能低下があります。WORD2010については、十分な動作確認ができていません。
· セキュリティレベルの設定が高くてマクロを無効とされた場合およびヘルプファイルの内容が表示されない場合は、３．項を参照してください。
2. 変換の手順

右上の「スタート(S)」ボタンを押すと、図 １ 「ワードからＨＴＭＬへ」　フォームが表示され、この文書は隠れます（次回からは、ファイル起動と同時にフォームが表示され、この文書そのものは表示されません）。フォーム内の「終了(T)」ボタンを押すか右上のXボタンをクリックしてフォームを閉じるまで、繰り返して変換ができます。フォームが閉じられると、この文書（ワードファイル）も閉じられます。
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図 1　「ワードからＨＴＭＬへ」フォーム


　操作は、このフォームに記載の【操作手順】に従って行います。

①文書選択：　まず、「WORD文書選択(S)」ボタンを押して、対象のWORD文書を選択します。起動中の文書を選ぶ場合は、右のオプション「対象文書・起動中(L)」にチェックを入れておきます。チェックがなければ、ディスクに保存されている文書が対象となります。

選択されると、下の「文書名：」欄にファイル名が表示されますので確認して下さい。

②タイトル記入：　タイトル欄に表示されているPutWORDLintoHTMLは仮のタイトルですから、この代わりに、これから作成するＨＴＭＬ文書（ファイル）の名前となるタイトルを記入します。

このテキストボックスの位置にマウスのカーソルを合わせてダブルクリックすると、文書名に表示されたファイル名がタイトル欄へ転記でき、文書ファイル名をタイトルとすることができます。

③HTML変換：　文書を選択しタイトルを記入したら、「ＨＴＭＬ文書作成(C)」ボタンを押します。

なお、行内の図のみを変換対象とする場合は、「図の取込み・ALL」のチェックを外して下さい（最初からチェックが入って立ち上がります）。ブックマーク範囲を段落の図化範囲とする時は「同・BM」にチェックを入れておきます。また、文字ごとの背景色に網掛けの背景色を用いている場合には、「文字網掛・背景色(G)」にチェックを入れておきます。ただし、網掛け模様は変換できません。また、これは既に文字ごとに網掛けの背景色が施されている文書の場合のみとし、一般には、蛍光ペンで色を付けて下さい。ここにチェックを入れると変換時間が倍加します。特に大きな文書の場合にはご注意下さい。段落や表の背景色は、このチェックに拘わらず変換します。

　変換後の文書をＨＴＭＬウインドウにおいて左詰にする場合は、Shiftキーを押しながら「ＨＴＭＬ文書作成(C)」ボタンをクリックします（Shiftキーを押さない場合は中央配置となります）。キーのみの操作では、Alt + Dキーによって、このボタンへフォーカスを移してからShift + Enterキーで実行します（この場合も、Shiftキーを押さない場合は中央配置となりますし、アクセレターAlt + Cキーでも中央配置となります）。
④進捗表示：　変換が始まると、最下段の「変換の準備ができています。」と表示されている位置に、緑色のプログレスバーで進捗を表示します。これは、処理済み段落数の割合を示します（処理時間に対する進捗ではありません）。ひとつの段落内処理に時間がかかっていると赤色に変わり段落内処理の進捗を表示します。行外の図がたくさんある場合は、まず始めに「段落の図化」のために段落と図の位置関係を取得するのに時間を要するのでその表示がされます。表がある場合、おのおのの表の構成をしている間はその旨の表示をします。最後に（変換文書の保存指示をした後に）、図や画像がある場合は、青色のプログレスバーでそれらの出力の進捗を表示します。
⑤変換文書の保存：　作業が順調に進むと、名前を付けて保存ダイアログボックスが表示され、作成したＨＴＭＬ文書（ファイル）の保存場所の指定を求められるので、保存先を選んで「保存ボタン(S)」を押します。なお、ここでファイル名を変えることができ、変えるとタイトルも変わります。名前が重複する場合などは、ここで変えることで対応できます。既存のファイルを選んで上書きすることでもタイトルの変更がなされます。

⑥ヘルプ：　ここに記載の内容は、「ワードからＨＴＭＬへ」フォームの「ヘルプ(H)」ボタンを押して表示されるヘルプファイルにも記載されています。

⑦終了：終了ボタンによって「ワードからHTMLへ」フォームは閉じられ、この文書が表示されます。再度変換する場合はこの項の先頭からの手順で行います。実行途中でこのボタンを押すことで中断も可能です。
⑧注意事項：

◆　ご利用上のお願いを了承いただいた次回からは、このファイルを起動すると「ワードからＨＴＭＬへ」フォームが立ち上がり、この文書は表示されません。この文書の内容はヘルプに記載されています。

◆　「ワードからＨＴＭＬへ」フォームが立ち上がっている状態でディスクから新たなワード文書を起動すると、別のWord.exeの下で開かれます。その場合に、その文書を変換対象とすることはできません。
◆　変換対象文書の破壊を避けるために、起動中の文書の場合はその内容を新しい文書（作業文書）へ転記し、その作業文書に対してやり取りをして文書内容を採取しています。その作業文書は隠れた場所で動いています。その作業文書名は、「起動中文書」にチェックを入れて「WORD文書選択(S)」ボタンを押して現れるフォーム上には表示されません。ディスクにある文書を対象とした場合は、それを読み込んで作業しますが、作業が終われば保存をせずに終了しています。起動中の大きな文書を対象にしたときに、作業文書への転記の際に書式が崩れて変換が綺麗に行かないことがありますのでご注意下さい(WORD2007)。

◆　実行中に異常終了してワード文書が隠れたままになった場合は、同梱の「異常終了してワード文書が隠れている時のための文書.doc」を立ち上げてマクロを実行することにより再表示させることができます。なお、ディスクにある文書を対象にした時に異常終了した場合は、その文書が起動されていますのでその文書を保存せずに閉じて下さい。
◆　終了時に、この文書（PutWORDintoHTML.doc）を保存するか問われた場合は、保存せずに終了して下さい。

3. ２次変換

「ワードからHTMLへ_V1.00」以降で変換された文書は、「エクセルからHTML」（バージョンV2.15以降）における２次変換機能により、画像ファイルの差し替え、段落の文字一括変換でカウンターやインナーフレームのセットなどが可能です。詳しくは、「エクセルからHTML」の説明を（「セル」は「段落」と読み代えて）参照して下さい。

4. セキュリティレベルが高いためにマクロが無効とされたり、ヘルプの内容が表示されない場合の発行元が信頼できるファイルの対処方法

(1) マクロが無効となった場合（Word2000～2003）
[メニューバー] の [ツール] → [マクロ] → [セキュリティ] とクリックして進み、タブ[セキュリティレベル] で [中] を選択して [OK] をクリックしておきます。マクロ付きワードファイルを起動すると警告ダイアログボックスが現れますので、[マクロを有効にする] を選んで [OK] をクリックします。

(2) マクロが無効となった場合（Word2007）

左上の丸い [オフィスボタン] → [Wordのオプション] →左列の [セキュリティセンター] → [セキュリティセンターの設定] →左列の [マクロの設定] とクリックして進み、[警告を表示してすべてのマクロを無効とする] を選択して [OK] をクリックしておきます。マクロ付きワードファイルを起動すると [セキュリティの警告] バーが現れますので、[オプション] ボタンをクリックし、[セキュリティの警告－マクロ] ダイアログボックスが現れたら、[このコンテンツを有効にする] を選んで [OK] をクリックします。警告バーの代わりに直接に警告ダイアログボックスが現れることがありますが、同様に行います。

参考URLhttp://office.microsoft.com/ja-jp/excel/HA100310711041.aspx
(3) ヘルプの内容が表示されない場合

セキュリティの強化によってヘルプファイルの内容が表示されない場合があります。その場合、ヘルプファイルのプロパティの [全般] タブを開き、その最下段の [セキュリティ] にある [ブロックの解除] ボタンで解除して下さい。または、ヘルプファイルを開いたときに現れる [開いているファイル－セキュリティの警告] ダイアログボックスで、[この種類のファイルであれば常に警告する] の前にあるチェックを外してから開いて下さい。

参考URLhttp://support.microsoft.com/kb/902225/ja
5. この「ワードからＨＴＭＬへ」（以下、この文書と呼ぶ）のご利用にあたって、次の事項をご了承いただきたくお願いします。

①この文書を利用して生じたどのような障害についても補償ができません。

②この文書に対するご意見、ご質問は作者ホームページからお願いします。

③この文書内の表示内容及びマクロ等の内容を変更して配布しないで下さい。

④この文書を、作者の了解なしに不特定多数へ再配布しないで下さい。

⑤この文書内に重大な欠陥を認めたときは、作者への連絡をお願いします。

6. 履歴

(11/09/23)  V2.04  段落数が55又は56の場合の異常停止エラー（V2.01以降）を改善しました。
(11/09/11)  V2.03  変換後の文書のＨＴＭＬウインドウにおける左詰め配置も選べるようにしました。ページ設定（ページレイアウト）で行数指定が無い場合の行送りの変換を改善しました。
(11/08/14)  V2.02  行送りおよび段落前後の間隔の変換に不備があり見直しました。ハイパーリンクの文字列の先頭にスペースが入ること、画像に設定したハイパーリンクが変換されないこと、スペースのフォントが反映されない場合があることなどの不具合を修正しました。
(11/07/03)  V2.01  文書内リンクに対応しました。特殊文字”&”の変換にミスがあることと、リンクの状態の表示色変化に不具合がありましたので改善しました。
(11/06/05)  V2.00  表において文字が半角右括弧で終わっているセルに半角スペースが残って以降の配置がずれることを改善、ブックマークを指定しなくとも段落の図化を実現するように機能向上、大幅な機能向上のためバージョンをV2.00へアップ
(11/04/24)  V1.01  フォーム上で画像出力中の表示を追加、段落の画像化機能を追加、段落数の制限を2000へアップ、異常終了した場合に隠れている文書を回復する「異常終了してワード文書が隠れている時のための文書.doc」を追加
(11/04/03)  V1.00  エクセルからHTMLへの２次変換が利用できように機能アップ、Word2002での箇条書きに対応修正、隠し文字がある場合のエラー発生を改善


(11/03/27)  V0.03  作業文書を都度生成させ、また、この文書も隠して動かすように変更

(11/03/23)  V0.02  起動中文書を選定できない場合があることを改善

(11/03/20)  V0.01  新規開発
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